
経営戦略研究科アドミッションポリシー（入学者受入方針） 

◆経営戦略専攻（ビジネススクール） 

  

 経営戦略専攻（ビジネススクール）は、その目標を「グローバルな視点から経営を科学するビジ

ネスパーソンの養成」、「国際的な水準で、世界に通用するビジネスパーソンの養成」、「建学の精

神に基づく高い職業倫理観を持ったビジネスパーソンの養成」としています。 

 企業経営戦略コースでは、原則として３年以上の実務経験を持つ社会人等を対象に、経営のプ

ロフェッショナルの養成を目指しています。入学試験では、社会での実務経験を重視し、現場での

様々な経験を通じてビジネスの諸問題・課題を理論的に解明しようとする強い意欲を持つ者を受

け入れたいと考えています。こうした目標等に共感し、適合する者を選抜するために、基礎学力や

意欲を総合的に審査します。 

 なお、企業経営戦略コースの「中小企業診断士養成プログラム」については、現場と理論の両方

に精通するプロフェッショナリティーの高い経営コンサルタントの養成を目指し、中小企業診断士

の第 1 次試験に合格し、本プログラムにおいて中小企業診断士資格の取得を目指す者を受け入

れ対象としています。 

 国際経営コースでは、国際的に通用するビジネスパーソンの養成を狙いとし、入学試験では、国

際社会に有為な人材を育成して送り出すため、その素質や基礎学力、意欲等を総合的に審査し

ます。すべて英語により授業が行われるため、特に英語能力を重視します。大学院レベルの英語

のみの授業に十分対応できる能力を持つことが必要です。入学試験においては、総合的な英語

力が問われます（TOEFL-iBT：85 点以上・PBT：570 点以上・TOEIC：780 点以上・IELTS：6.0

以上が一つの目安です）。 

 

◆会計専門職専攻（アカウンティングスクール） 

 会計専門職専攻（アカウンティングスクール）は、その目標を「建学の精神に基づく高い職業倫

理観を持った職業会計人の養成」、「国際的な水準で、世界に貢献し得る職業会計人の養成」とし

ています。こうした目標とともに、国際会計士連盟（International Federation of Accountants：

IFAC） の国際教育基準（International Education Standards：IES）が要求する内容を尊重して、

グローバルな視野をもって世界に貢献し得る公認会計士等の職業会計人を育成することを使命と

しています。この目標や使命を達成するために、入学試験では、十分な基礎学力や意欲を備えた

者を選抜します。 
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